
る
者
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
対
象
事
業
」
と
あ

る
の
は
「
法
第
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新

規
対
象
事
業
等
」
と
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号

中
「
法
第
三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第

五
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十

条
第
一
項
」
と
、
同
号
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の

は
「
法
第
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
規
対

象
事
業
等
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

る
者
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
対
象
事
業
」
と
あ

る
の
は
「
法
第
五
十
五
条
第
一
号
に
規
定
す
る
新

規
対
象
事
業
等
」
と
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号

中
「
法
第
三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第

五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十

条
第
一
項
」
と
、
同
号
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の

は
「
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
規
対

象
事
業
等
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
評
価
書
公
告
後
の
引
継
ぎ
の
場
合
の
公
告
）

（
評
価
書
公
告
後
の
引
継
ぎ
の
場
合
の
公
告
）

第
十
八
条

（
略
）

第
十
八
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
一
条
の
六
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
五

十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、第
二
項
第
一
号
中「
事

業
者
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
六
条
第
一
項
に

規
定
す
る
新
規
対
象
事
業
等
を
実
施
し
よ
う
と
す

る
者
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
対
象

事
業
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
六
条
第
一
項
に

規
定
す
る
新
規
対
象
事
業
等
」
と
、
同
項
第
四
号

中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
六
条
第

一
項
に
規
定
す
る
新
規
対
象
事
業
等
を
実
施
し
よ

う
と
す
る
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

第
一
条
の
六
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
五

十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、第
二
項
第
一
号
中「
事

業
者
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
新
規
対
象
事
業
等
を
実
施
し
よ
う
と
す

る
者
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
対
象

事
業
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
新
規
対
象
事
業
等
」
と
、
同
項
第
四
号

中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
五
条
第

一
項
に
規
定
す
る
新
規
対
象
事
業
等
を
実
施
し
よ

う
と
す
る
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
環
境
影
響
評
価
そ
の
他
の
手
続
の
再
実
施
の
場

合
の
公
告
）

（
環
境
影
響
評
価
そ
の
他
の
手
続
の
再
実
施
の
場

合
の
公
告
）

第
十
九
条

（
略
）

第
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
条
の
六
及
び
前
項
の
規
定
は
、
法
第
五
十

六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
第
一
号
中
「
事

業
者
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
六
条
第
一
項
に

規
定
す
る
新
規
対
象
事
業
等
を
実
施
し
よ
う
と
す

る
者
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
対
象
事
業
」
と
あ

る
の
は
「
法
第
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新

規
対
象
事
業
等
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
法
第
三

十
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
六
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
第
一

項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
条
の
六
及
び
前
項
の
規
定
は
、
法
第
五
十

五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
第
一
号
中
「
事

業
者
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
新
規
対
象
事
業
等
を
実
施
し
よ
う
と
す

る
者
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
対
象
事
業
」
と
あ

る
の
は
「
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新

規
対
象
事
業
等
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
法
第
三

十
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
五
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
第
一

項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条

法
第
三
十
八
条
の
六
第
一
項
及
び
第
四

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
市
計
画
決
定
権
者

が
環
境
影
響
評
価
そ
の
他
の
手
続
を
行
う
場
合
に

お
い
て
は
、第
一
条
の
五
か
ら
第
十
九
条
ま
で（
第

六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
七
条
の
二
第

二
項
、
第
八
条
第
二
項
、
第
九
条
第
三
項
、
第
十

条
第
二
項
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
五
条
第
二

項
、
第
十
五
条
の
二
第
二
項
、
第
十
六
条
第
三
項

及
び
第
四
項
、
第
十
七
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第

三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
十
八
条
第
三
項
及
び

第
四
項
並
び
に
第
十
九
条
第
三
項
を
除
く
。）の
規

定
を
適
用
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に
お
け
る

こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の

五
中
「
法
第
五
条
第
一
項
第
八
号
」
と
あ
る
の
は

「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
さ
れ
る
法
第
五
条
第
一
項
第
八
号
」
と
、

同
項
第
一
号
中
「
法
第
三
条
の
三
第
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
法
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三
条
の
三
第

一
項
」
と
、「
法
第
三
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
「
法
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三
条
の
七
第
一

項
」と
、「
第
一
種
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」

第
二
十
条

法
第
三
十
八
条
の
六
第
一
項
及
び
第
四

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
市
計
画
決
定
権
者

が
環
境
影
響
評
価
そ
の
他
の
手
続
を
行
う
場
合
に

お
い
て
は
、第
一
条
の
五
か
ら
第
十
九
条
ま
で（
第

六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
七
条
の
二
第

二
項
、
第
八
条
第
二
項
、
第
九
条
第
三
項
、
第
十

条
第
二
項
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
五
条
第
二

項
、
第
十
五
条
の
二
第
二
項
、
第
十
六
条
第
三
項

及
び
第
四
項
、
第
十
七
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第

三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
十
八
条
第
三
項
及
び

第
四
項
並
び
に
第
十
九
条
第
三
項
を
除
く
。）の
規

定
を
適
用
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に
お
け
る

こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の

五
中
「
法
第
五
条
第
一
項
第
八
号
」
と
あ
る
の
は

「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
さ
れ
る
法
第
五
条
第
一
項
第
八
号
」
と
、

同
項
第
一
号
中
「
法
第
三
条
の
三
第
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
法
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三
条
の
三
第

一
項
」
と
、「
法
第
三
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
「
法
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三
条
の
七
第
一

項
」と
、「
第
一
種
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」

と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
、「
法
第

三
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
八

条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

さ
れ
る
法
第
三
条
の
二
第
一
項
」
と
、
第
一
条
の

六
及
び
第
二
条
中
「
法
第
七
条
」と
あ
る
の
は「
法

第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
法
第
七
条
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第

四
号
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
決

定
権
者
」
と
、
第
三
条
中
「
法
第
七
条
」
と
あ
る

の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
条
」
と
、
同
条
第
一

号
中
「
事
業
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ

て
は
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
）」と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
決
定

権
者
の
名
称
」
と
、
同
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま

で
の
規
定
中
「
対
象
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市

計
画
対
象
事
業
」
と
、
同
号
中
「
法
第
六
条
第
一

項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
六
条
第
一

項
」
と
、
同
条
第
七
号
中
「
法
第
八
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
八
条
第
一
項
」

と
、
第
三
条
の
二
中
「
法
第
七
条
」
と
あ
る
の
は

と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
、「
法
第

三
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
八

条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

さ
れ
る
法
第
三
条
の
二
第
一
項
」
と
、
第
一
条
の

六
及
び
第
二
条
中
「
法
第
七
条
」と
あ
る
の
は「
法

第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
法
第
七
条
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第

四
号
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
決

定
権
者
」
と
、
第
三
条
中
「
法
第
七
条
」
と
あ
る

の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
条
」
と
、
同
条
第
一

号
中
「
事
業
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ

て
は
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
）」と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
決
定

権
者
の
名
称
」
と
、
同
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま

で
の
規
定
中
「
対
象
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市

計
画
対
象
事
業
」
と
、
同
号
中
「
法
第
六
条
第
一

項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
六
条
第
一

項
」
と
、
同
条
第
七
号
中
「
法
第
八
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
八
条
第
一
項
」

と
、
第
三
条
の
二
中
「
法
第
七
条
」
と
あ
る
の
は

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 


		2026-02-19T14:35:39+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



